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１１／７（土） １１／８（日）

合 合唱の祭典 合 合唱の祭典
アクシス
かつらぎ

演 高校生ステージ

応 伊豆の国市
消防フェスタ２００９

韮山　
時代劇場

応　韮山　　　
竹灯篭まつり　
（江川邸）

その他
の会場

う
大
き
な
選
択
を
迫
ら
れ
、

や
は
り
進
む
べ
き
方
向
が
見

え
な
い
時
代
で
し
た
。

そ
う
し
た
混
迷
の
時
代
に

お
い
て
も
自
分
の
意
志
を
曲

げ
ず
、
ま
た
多
く
の
人
た
ち

の
気
持
ち
を
ま
と
め
あ
げ
、

近
代
日
本
の
夜
明
け
に
向
か

っ
て
突
き
進
ん
だ
の
が
、
郷

土
の
偉
人
・
江
川
太
郎
左
衛

え
が
わ

た
ろ
う

ざ

え

門
英
龍

も
ん
ひ
で
た
つ（

坦
庵

た
ん
な
ん

）公
で
し
た
。

坦
庵
公
の
遺
産
で
あ
る
韮

山
反
射
炉
は
、
二
年
前
、
経

済
産
業
省
の
近
代
化
産
業
遺

産
群
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
貴
重
な
遺
産
を
未
来
に

継
承
し
、
地
域
活
性
化
に
生

か
す
た
め
、
全
国
の
自
治
体

が
集
ま
っ
て
サ
ミ
ッ
ト
・
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
開
催
し
ま
す
。

こ
の
国
民
文
化
祭
を
通
し

て
、
坦
庵
公
の
功
績
や
人
物

像
を
見
つ
め
直
す
こ
と
が
、

現
代
の
私
た
ち
に
と
っ
て
も

非
常
に
意
義
の
あ
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
さ
あ
皆
さ
ん

も
、
坦
庵
公
に
会
い
に
、
国

文
祭
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

オペラ企画委員会副委員長

千里久
ち り く

勝美
かつ み

さん
（伊豆市民オペラ協会会長）

演
劇
企
画
委
員
会
委
員
長

藤
田

ふ
じ

た

弓
子

ゆ
み

こ

さ
ん

（
女
優
／
劇
団
い
ず
夢
座
長
）

昨年１１月の公開オーディションを経て結成した『市
民オペラ伊豆の国』。メンバーの中には、約１０年の経
験をもつ『伊豆市民オペラ協会』の会員の他に、オペラ
初体験の人もいますが、今年１月から、一丸となって歌
や演技の練習を積み重ねてきました。
創作オペラ『江川太郎左衛門～熱き心の火』では、坦

庵公の青年期から壮年、晩年、そして没後の反射炉完成
までを、美しい歌と演技とアンサンブルで表現します。
衣装も舞台道具も手作りですが、かなり趣向を凝らし

ています。「市民の手作りでも、こんなにすごいオペラ
ができるんだ」というのをあなたの
目で見て、耳で聴いてください。

今
回
、
公
募
に
よ
り
結
成
し
た

市
民
劇
団
が
演
じ
る
の
は
、
ジ
ョ

ン
万
次
郎
と
江
川
坦
庵
公
の
息
子

英
敏
ひ
で
と
し

の
視
点
か
ら
坦
庵
公
の
人
と

な
り
を
描
く
創
作
劇『
夜
は
明
け
我

は
今
翔と

ぶ
』
で
す
。
音
楽
は
世
界
的

ジ
ャ
ズ
フ
ル
ー
テ
ィ
ス
ト
の
横
田
よ
こ
た

年
昭
と
し
あ
き

さ
ん
が
、
生
で
演
奏
し
て
く

だ
さ
い
ま
す
。

ま
た
そ
の
他
に
も
、
三
つ
の
劇
団
に
よ
る
『
ア
マ
チ
ュ
ア
劇
団

ス
テ
ー
ジ
』、『
が
〜
ま
る
ち
ょ
ば
』
の
プ
ロ
ス
テ
ー
ジ
、
近
隣
高

校
演
劇
部
に
よ
る『
高
校
生
ス
テ
ー
ジ
』な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し

で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
生
の
演
劇
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

文
化
は
、
人
生
に
う
る
お
い
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。「
た
か
が
芝

居
、
さ
れ
ど
芝
居
」
で
す
。
国
文
祭
を
き
っ
か
け
に
、
演
劇
が
こ

の
地
の
文
化
と
し
て
根
付
い
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

＊イベントカレンダーです。次のページから読んでください。

近
年
、
世
界
中
が
政
治
的

に
も
経
済
的
に
も
混
迷
を
き

わ
め
、
進
む
べ
き
方
向
が
見

え
に
く
い
時
代
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
約
百
五
十
年
前
、

『
鎖
国
』
で
外
界
か
ら
閉
ざ
さ

れ
て
い
た
幕
末
の
日
本
も
、

西
欧
列
国
か
ら
『
開
国
』
と
い

伊豆の国市長　望月良和

つ
い
に
、
第
二
十
四
回
国
民
文
化
祭
・
し
ず
お
か

２
０
０
９
in
伊
豆
の
国
が
開
幕
し
ま
す
。

伊
豆
の
国
市
の
テ
ー
マ
は
、

温
故
知
新
　
未
来
の
扉
を
開
く
と
き

〜
伝
え
よ
う「
坦
庵
公
」

そ
の
偉
大
な
る
業
績
を
〜

で
す
。

こ
の
一
大
文
化
イ
ベ
ン
ト
に
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

参
加
し
て
い
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
、「
熱
き
想
い
」を

ご
紹
介
し
ま
す
。

問
合
せ
　
文
化
振
興
課
　
電
話
０
５
５（
９
４
８
）０
２
２
５

と　き
ところ

いよいよこの土・
日で国文祭も終了。
美しくフィナーレ
を飾るのじゃ！

13：00～17：00 10：00～17：00

17：30～20：00

10：00～14：00

9：30～17：30
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合唱企画委員会　委員

永田
なが た

高一
こういち

さん
（アクシス混声合唱団代表）

世界的な音楽家・松下
まつした

耕
こう

先生が、江川坦庵のバ
ラード『瑠璃色

る り いろ

の空の下で』、混声合唱とオーケストラ
のためのカンタータ『水脈

み　を

速み』という２つの曲を、合
唱の祭典で初披露するために作ってくださいました。
合唱をやる者として、一生に一度あるかどうかという

この幸運な舞台を成功させるため、県内４練習所・総勢
約２３０人の『第２４回国民文化祭記念合唱団「伊豆の国」』
が、今年２月から厳しい練習を重ねてきました。
混声合唱の魅力は、男性の声と女性の声がハーモニー

したときの響きのすばらしさに
あります。全国から集まった
合唱団の美しい歌声を、耳を
澄ましてお聴きください。

文学企画委員会　委員長

内田
うち　だ

隆久
たかひさ

さん
（フィルムコミッション伊豆会長）

『文学』という一見難解な
世界を、分かりやすく楽し
く紹介したい、また市外か
らもお客さんを呼んで交流
人口を拡大したい、そして
一過性ではなく継続できる
イベントにしたい、というコンセプトで『湯けむり映
画祭ｉｎ伊豆長岡』を企画しました。上映される作品
は、いずれも『伊豆』で撮影されたもの。また、１０月
２４日（土）のトークショーでは、『そらそい』『山のあ
なた～徳市の恋～』の監督・石井克人さんと、地元出

身の映画監督・太田綾花さん
による対談『伊豆における
映像制作の可能性』も、ど
うぞお見逃しなく。

１０／２４（土） １０／２５（日） １０／２６（月）～３０（金） １１／１（日）

アクシス
かつらぎ

文 湯けむり映画祭
ｉｎ伊豆長岡

オ 江川太郎左衛門
～熱き心の火～

文 湯けむり映画祭
ｉｎ伊豆長岡

オ 江川太郎左衛門
～熱き心の火～

演 創作劇
江川坦庵公

「夜は明け我は今翔ぶ」

韮山　
時代劇場

演 アマチュア劇団
ステージ

応 秋のパン祖の
パン祭り

歴 文化財クローズアップ
江川坦庵の魅力を知る

応 秋のパン祖の
パン祭り

歴 近代化産業遺産群
シンポジウム

応 近代化産業遺産群
サミット参加自治体
観光物産フェア

その他
の会場

応　歴史文化特別展
江川太郎左衛門英龍の実像
（韮山郷土史料館）

平成２２年３／２（火）まで開催

歴 歴史ガイドツアー
（反射炉・江川邸）

温 華の舞芸妓まつり
（三養荘）

歴 歴史ガイドツアー
（反射炉・江川邸）

坦
庵
公
が
幕
府
に
登
用
さ
れ

日
本
の
た
め
に
尽
く
し
た
数
多

く
の
功
績
は
、
意
外
と
皆
さ
ん

に
知
ら
れ
て
い
な
い
部
分
も
あ

り
、
国
文
祭
で
坦
庵
公
を
テ
ー

マ
に
し
た
こ
と
は
、
大
変
よ
ろ

こ
ば
し
い
こ
と
で
す
。
十
一
月

一
日
に
は
江
川
邸
の
書
院
で
、

反
射
炉
な
ど
の
近
代
化
産
業
遺

産
が
あ
る
全
国
の
自
治
体
サ
ミ

ッ
ト
会
議
も
開
か
れ
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
、『
歴
史
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
』に
参
加
し
て
坦
庵
公
の
足
跡
を
た
ど
り
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

坦
庵
公
の
魅
力
を
知
っ
て
く
だ
さ
い
。

さ
あ
、
あ
な
た
も
国
民
文
化
祭
へ
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
、
今
月
号
と
一
緒
に
配
布
し
た

イ
ベ
ン
ト
案
内
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

オ …オペラ、演 …演劇、合 …合唱、温 …温泉、文 …文化、歴 …歴史、 応 …国民文化祭応援イベント

１１／２（月） １１／３（火・祝） １１／４（水） １１／５（木） １１／６（金）

温 下駄ダンス
コンテスト

応 温泉まんじゅう
祭り

演 プロステージ
が～まるちょば
サイレントコメディー　　

温 華の舞
芸妓まつり
（三養荘）

温 華の舞
芸妓まつり
（三養荘）

温 華の舞
芸妓まつり
（三養荘）

温 華の舞
芸妓まつり
（三養荘）

温 華の舞
芸妓まつり
（三養荘）

華
の
舞
芸
妓
ま
つ
り
出
演
者

分
久

わ
け
ひ
さ

美
也
子

み
　
や
　
こ

さ
ん

（
芸
者
／
伊
豆
長
岡
温
泉
芸
妓
組
合
）

芸
妓
げ
い
ぎ

は
、
三
十
〜
四
十
年

前
の
華
や
か
だ
っ
た
時
代

か
ら
徐
々
に
人
数
が
減
り
、

現
在
で
は
県
内
で
も
数
カ

所
の
温
泉
場
に
し
か
い
な

い
と
言
わ
れ
ま
す
。
国
文

祭
で『
芸
妓
文
化
』に
注
目
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
私
た
ち

も
う
れ
し
い
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
い
ろ
ん
な
人
に
芸
妓
を
知

っ
て
、
親
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。『
華
の
舞
芸

妓
ま
つ
り
』
で
は
、
三
養
荘
の
す
ば
ら
し
い
舞
台
で
踊
り
や
お

座
敷
遊
び
を
ご
披
露
し
ま
す
。
お
茶
や
温
泉
ま
ん
じ
ゅ
う
も
ご

用
意
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と　き
ところ

チ
ラ
シ
は
ア
ク
シ
ス
か
つ
ら
ぎ
や
韮
山
時
代
劇
場
に
も
置
い
て
あ
り
ま
す
。

＊イベントにより　　　または　　　　が必要なものがありますのでご注意ください。

国民
文化
祭

伊豆
の国
市

全イ
ベン
ト

カレ
ンダ
ー

10：00～17：00

18：00～21：00

10：30～、15：00～、19：00～

10：00～17：00

14：00～17：00

13：00～15：30

10：00～15：0010：00～15：00 10：00～15：00

13：00～16：00

＊
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
前
の
ペ
ー
ジ
に
続
き
ま
す
。

近代化産業遺産の
ある、全国の自治
体が大集合じゃ。

開幕の２日間は
各会場でイベン
ト目白押しじゃ。 メンバーのケッチ！

さんは、伊豆の国市
出身なのじゃ。

華の舞 芸妓まつりは、２週間、
月～金曜日の毎日開催じゃ。温
泉まんじゅうとお茶が付いて一
人１，０００円は魅力的じゃな。

温泉と言えば、
温泉まんじゅう
と下駄じゃな。

9：00～12：00間バス６本運行 9：00～12：00間バス６本運行13：00～14：00 13：00～14：00 13：00～14：00 13：00～14：00 13：00～14：00

17：00～19：00

13：00～16：00

10：00～15：00 18：30～20：30

13：00～14：00

歴
史
企
画
委
員
会
副
委
員
長

藤
井

ふ
じ

い

孝
俊

た
か
と
し

さ
ん

（
財
団
法
人
江
川
文
庫
統
括
主
任
）

芸妓さんたちの華麗
な舞が見られるのは
１１月６日（金）まで！




